
はじめに

レオナルド・ダ・ヴィンチの絵画作品であるウフィ
ツィ美術館所蔵《マギの礼拝》は、近年修復処置作
業が行われ、本年度にはウフィツィ美術館において、
修復後の作品が展示される予定である。修復処置を
行うにあたって、自然科学的調査が行われ、その成
果が一部発表されてきている。そのなかに、『レオ
ナルド・ダ・ヴィンチ《マギの礼拝》の研究』１があ
り、絵画作品《マギの礼拝》（図２）と素描《マギの
礼拝》背景図（図３）との関連性が、多数の部分拡大
写真、赤外線写真、紫外線蛍光写真を駆使し、考察
されている。セラチーニは、自然科学的調査による
成果を、カメロータは、その成果を踏まえて、レオ
ナルドの遠近法について論考している。
本論では、セラチーニの研究成果とその後の調査

結果２をも踏まえて、佐藤一郎が《マギの礼拝》の絵
画材料と絵画技術について述べる。一方、カメロー
タの「遠近法研究」の内容に即して、向川惣一が、自
身を含めてのこれまでの日本におけるレオナルドの
遠近法研究の成果と照らし合わせ、論考する。レオ
ナルド自身の遠近法研究の進展状況を考慮すると、
絵画作品《マギの礼拝》の成立時期1481年を、後代
に下げなければならないとしている。

１ 《マギの礼拝》の絵画材料と絵画技術

レオナルドの木板画《マギの礼拝》の支持体は、
ポプラの柾目板を10枚縦列に並べ繋ぎ合わされた木

パネ

板
ル

（Panel）である。裏面に横木桟
クレードル

（Cradle）が均等

な間隔を開け、２本設置されている。横木桟は、裏
面に接着されておらず、可動するようになっている
（図１）。木板全体が反らないような修復処置であ
る。さらに、裏面上辺に、一回り太い横木板が接着
されている。ほぼ正方形に近い画面であり、支持体
寸法は縦246×横258㎝である。
地塗りには、動物性膠で練り合わされた粗口

ジェッソ

石膏
グロッソ

（Gesso grosso）と細口
ジェッソ

石 膏
ソッティーレ

（Gesso sotiele）による
二層がほどこされている。イタリアにおける伝統的
地塗りの処方であり、チェンニーニの「絵画術の書」
で記されているとおりである３。
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《マギの礼拝》の構図と線遠近法
A Study of Leonardo’s Adoration of the Magi on its Composition and Liner Perspectives

佐藤 一郎 SATO Ichiro

向川 惣一 MUKAIGAWA Soichi

図１ レオナルド・ダ・ヴィンチ《マギの礼拝》裏面
十枚のポプラ材をつなぎあわせ、縦246×横258㎝の
支持体にしてある。二本のクレードルが設置され、最
上部に桟木が貼り付けられている｡(Maurizio Seracini,
Oltre il visibile, p32, Tavola 1, LEONARD DA VINCI
Studio per l'Adoratione dei Magi, Argos, 2006)白線は
佐藤が作図
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図２ レオナルド・ダ・ヴィンチ 《マギの礼拝》 支持体寸法 246×258㎝（画面寸法 243×246㎝）
ウフィツィ美術館蔵、フィレンツェ
(2011年11月中旬以降本作品は、フィレンツェのOPD修復工房で保存修復処置が継続しておこなわれ
ている。その際、暗変したワニスが洗浄されたので、これまでの印象とは異なるだろう。本図版は、
2011年以前の状態である。)(RQFL5tibYCPGOg at Google Cultural Institute, 21:13, 23 February 2011）

図３ レオナルド・ダ・ヴィンチ《マギの礼拝》 背景図 ペン、インク、銀尖筆（シルバーポイント）
163×290㎝ ウフィツィ美術館蔵、フィレンツェ (Web Gallery of Art, 19:47, 27 July 2010)



その平滑に削られた地塗りの表面に、煤煙（La
ランプブラック

mp black）に水性樹脂を加えた絵具で、細線の輪郭
線を主体にした下素描（Under

アンダードローイング

drawing）が細筆で
行なわれている。さらに、藍によると思われる水性絵
具で、濃淡によるおおまかな色面が付加されている。
その下素描の上に鉛白（Silv

シルバーホワイト

er white）の油絵具
による地透層（Imprim

インプリマトゥーラ

atura, Imprimitura）が塗ら
れている。石膏地の吸収性を適度に制限し、絵具の
付着性を高め、地塗りの白色度を高めるためにおこ
なわれている。《モナリザ》４などでも、白色の地透
層は、石膏地の上に実地され、レオナルドの木板画
における特徴の一つとなっている。この鉛白による地
透層は半透明であり、下素描は透過して見えている。
このわずかに透けて見えてくる下素描を手掛かり

に、暗褐色の焼アンバー
バーントアンバー

土（Burnt umber）と茶褐色
の焼シエナ土

バーントシエンナ

（Burnt siena）の絵具で再度なぞるよ
うに輪郭線を主体にした素描が、多くの部分でおこ
なわれている。下素描を厳密になぞるのではなく、
レオナルドの息つかいが直接伝わる自由自在な筆致
であり、そこには陰影的要素も加わり、量感が

ボリューム

でて
きている。
そして、天空部分には、粗粒状のラピスラズリ

（Lapislazuri =天然ウルトラマリン）が混じった鉛
白による下層描き（Underpainting）が行われ、下素
描を隠蔽している部分もある（図４）（図５）。たと
えば、画面左上の建造物階段上の人物群像および画
面右上部の象などが隠蔽され、現在では直接目視で
きない。さらに、量感、立体感を強調するために、
建物、人物、馬などの最明部（

ハイライト

highlight）に、白色絵
具をわずかに力強くおき、肉付け

モデリング

（modeling）が最
小限おこなわれている。
ここまでがレオナルドみずからの手で描かれてい

ると判断され、さらにその上層におこなわれている
暗褐色および緑色を帯びたワニスのような調子付け
は、その後の他人の手によって加筆されたと、判断
されている。その結果、2011年から修復処置が始め
られ、2014年現在、ほぼ背景部分および前景部分の
暗褐色による調子付けは、洗浄されている。
画面中央の聖母マリアと幼子キリストの人物、と
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図４ レオナルド・ダ・ヴィンチ《マギの礼拝》 正常光写真、
部分図
階段上にいる人々のなかで、座して背中を見せている
男の形姿は、白色の地透層および天空を塗った後に、
暗褐色で描き加えている。階段下前面の人々の、墨線
による下素描が見える。（Maurizio Seracini, Oltre il
visibile, p65, Tavola 33, LEONARD DA VINCI Studio
per l'Adoratione dei Magi, Argos, 2006)

図５ レオナルド・ダ・ヴィンチ《マギの礼拝》 赤外線写
真、部分図
図４の、座して背中を見せている男の形姿の部分であ
るが、赤外線写真では明確に認識できない。その代わ
り、座して手をかざしている横たわる男と、立ち上
がっている男の二人の形姿を描いた下素描が見える。
下素描をそのままなぞるのではなく、レオナルド自身
の自由な意志によると思われる。(Maurizio Seracini,
Oltre il visibile, p64, Tavola 32, LEONARD DA VINCI
Studio per l'Adoratione dei Magi, Argos, 2006)



くにその下の前景の地面部分は、自然科学的調査研
究の結果をもって、慎重に洗浄除去がされなければ
ならないだろう。赤外線写真による下素描を観察す
ると、地面から一段高い岩盤の上に、聖母マリアは
座しているからである。

２ レオナルドの《マギの礼拝》と黄金分割*

フィレンツェのウフィツィ美術館に収蔵されたレ
オナルドの《マギの礼拝》は、未完成ながら彼自身
の線遠近法研究の成果が具体的に反映された作品と
言える（図２)１。レオナルドの線遠近法研究は,《マ
ギの礼拝》背景図（図３）で良く知られているが、こ
の素描と木板画（panel painting）である《マギの礼
拝》との関係は、彼の線遠近法が長い間「正統作図
法」と考えられてきたために、篠塚二三男教授の研
究以前には未だ作図法が正確に把握されていなかっ
た２。向川は、ホイヘンス稿本第一葉から黄金比の
等比数列が導けることを証明しており（図６）、パノ
フスキーがレオナルドの芸術理論として紹介した
ヴェネチア・アカデミア美術館の《人体権衡図》が、
臍を中心としてウィトルウィウス的人間の規準線が
黄金比の等比数列と一致することを示している（図
７)３。この作図システムからレオナルドの人体比
例理論だけでなく《マギの礼拝》背景図の遠近法が
導かれるが、レオナルドの《マギの礼拝》木板画に
ついては近年、上記の向川の研究時点では未だ行な
われていなかった本格的調査研究が刊行されてい
る４。
このウフィツィ美術館の調査研究では科学史家の

フィリッポ・カメロータが、《マギの礼拝》背景図の
線遠近法を含めて研究を行ない、篠塚教授の詳細な
研究を確認するものとなっているだけでなく、カメ
ロータ論文はこの素描と《マギの礼拝》板絵（以下
では上記の「パネル・ペインティング」の訳語「木板
画」を美術史で一般的な用語の「板絵」に変えてい
る）との関係にまで踏み込んでいる５。

１．板絵《マギの礼拝》
ウフィツィ美術館に所蔵される《マギの礼拝》は、

レオナルドの父セル・ピエロ・ダ・ヴィンチがフィ
レンツェ市郊外のサン・ドナート・ア・スコペト修
道院から受託した仕事で、修道院の記録から1481年
に委託を受け、レオナルドがミラノに移住する1482
年頃まで制作されたものと従来考えられている６。
しかし、この年代設定は、ぺドレッティのように「ホ
イヘンス稿本」の基になったレオナルドの原作を
1508-10年頃とすると、年代設定に大きな問題点が
含まれている７。カメロータ論文では、レオナルド
の線遠近法として篠塚教授が正確にその役割を再現
した「４本の平行線」や黄金比の問題に、《人体権衡
図》やレオナルド自身によるパリ手稿Ａの記述など、
向川のレオナルドの線遠近法研究と重複した項目が
多数見られる。しかしながら、カメロータ論文はレ
オナルドの線遠近法の進化が捉えられておらず、《マ
ギの礼拝》の制作年代を1481年頃とした場合、レオ
ナルドがホイヘンス稿本の第一葉を描いた時期をぺ
ドレッティのように推定するのが困難になるだけで
なく、単に黄金比を説明するためにだけ《人体権衡
図》が取り上げられている。このためレオナルドの
人体比例理論の進化を正しく取り上げてはおらず、
1504年から７年頃とされてきたパリ手稿Kのユーク
リッドの「外中比」の作図（図８）も、根拠が示され
ないまま1495年頃とされている８。また、アルベル
ティが伝える「誤った作図法」の線遠近法の逓減率
«superbipartienti»も黄金比の概数値として捉えら
れておらず、アルベルティの記した「３分の２」の
ままでしかない９。以下では、これらの問題を向川
の《マギの礼拝》研究と比較したい。

２．幾何比例の線遠近法
レオナルドが《最後の晩餐》の遠近法で、正方形

の奥行きを二倍にして現在の室内空間を描いた時
（図９）、黄金分割を使っている。これはマドリッド
手稿II第48葉裏（図10）に示された«superbipartienti»
が、アランデル手稿第153葉表の使徒たちの姿の習
作素描（図11)10から《最後の晩餐》の奥行きの逓減
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率を求めるための計算だったことから導かれる。使
われなかった直交線から《最後の晩餐》は当初の室
内から黄金比を使って奥行きを二倍にしたことが判
り、当初は８分１のモジュールで分割されたパリ手
稿Ａ第41葉表（図12）の升形の空間を描いていたは
ずである。従って、これはアルベルティが否定して
いた「誤った作図法」(costruzione illegittema）に相
当している11。
従来の研究で«superbipartienti»がリテラルな証
拠として黄金分割を意味するとされてはいなかった
が、この言葉はボエティウスの『音楽論』（図13）に
含まれており12、アルベルティが３分の２と記して
いた«superbipartienti»は黄金分割の大きい方の値
1.618…を示した当時の数学用語であることが、筆者
の《最後の晩餐》の解析で明らかになっている（図
９)13。しかるに、篠塚教授が《マギの礼拝》背景図
で発見した４本の対角線は、幾何比例の遠近法とし
て描かれているのに対して14、カメロータは「正統
作図法」で描かれた第一層に対して、第二層から第
四層を«procedimento emprico»(経験的方法）とす
るだけであり、正しく捉えられていない15。アルベ
ルティの記した「誤った作図法」を黄金比の概数値
から捉えられておらず、実際にレオナルドが「正統
作図法」で描いた第一層を«superbipartienti»で奥行
き方向に拡張したのは《最後の晩餐》であって篠塚
説よりも彼は後退していることが判る16。従って、
カメロータがアルベルティの「検証法」として示し
たパリ手稿Ａ第41葉表の記述は《最後の晩餐》の正
方形の格天井のためのものであり、その紙葉の下部
には観者の位置が特定できない壁画のような歴史画
を描く場合の注意事項が述べられている（図12)17。
《最後の晩餐》には２本の対角線が使われており、カ
メロータの対角線に対する解釈は《最後の晩餐》以
前に成立する訳ではないから、《マギの礼拝》背景図
が《最後の晩餐》よりも遅くなり、成立時期が問題
となってくる。
レオナルドが人体比例理論を研究しだした1480

年代末から既に黄金分割の概念を知っていたことは
確かだが、向川の研究から「神聖比例」（divina

proportione）として知られていたことが確認でき
る。レオナルドの『絵画論』として知られる「ウル
ビーノ稿本」のパラゴーネには、«divina proportione»
の記載があって、音楽的調和比例が結合したとき、
同時（in un medesimo tempo）に「神聖比例」（黄金
分割）が美しい容貌に形成されると述べられてい
る18。レオナルドの芸術観を示したこの言葉は、ミ
ラノでパチョーリと邂逅する1496年以前に書かれた
『数学大全』では「神聖比例」（divina proportione）
が黄金分割としては扱われていないから、レオナル
ドはパチョーリより先に黄金分割としてこの言葉を
扱っており、最初に美学的に位置づけた人物とする
ことができる19。
レオナルドが描いた《ウィトルウィウス的人間像》

の「円」は、《人体権衡図》（図７）を含めて自然観察
に基づいて図の人体に合わせて描いたものとされて
きたので特定の数値を持つものと考えられていな
かった。しかし、向川の研究だけでなく、イーレと
シュレーア研究は、ウィトルウィウスの「円」の大
きさが厳密に決定されていることを示しており、そ
の際、ホイヘンス稿本第七葉が使われていた20。向
川は、この「円」に内接する正多角形の大きさを特
定して、拡げた手足の尖端が接する「正方形」と人
体を囲む「小円」が同じ面積と見做せることから、
下記のレオナルドの草稿のシンメトリアに相当する
ものと考えている（図14)21。
ホイヘンス稿本第七葉は「第五図：運動の原理に

して第一書の最後」と右上に題され人体像の幾何学
的図式の下に、正多角形の頂点のアルファベットと
正三角形の頂点の位置や円の中心の説明が続いてい
る。パノフスキーは身長の６分の１の左足の尺度か
らウィトルウィウスの「容姿の立派な人間」を幾何
学的に図式化したものとしている22。イルマ・リヒ
ター女史によると、ホイヘンス稿本第七葉の正多角
形はルカ・パチョーリの『神聖比例論』で言及され
た「スフォルツァ絵画論｣23に関連するものであり、
「1498年以前に作られたレオナルドの失われた意匠
に由来するだろう」と結論している24。
ここで問題となるのはカメロータが黄金分割の根
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拠として挙げた《人体権衡図》である25。この図の
制作年代とされる1490から92年頃に描かれた《ウィ
トルウィウス的人間像》は、ヴェネチアの《人体権衡
図》ではなく、アルベルティの«superbipartienti»を
黄金比の概数値とした時期に当たるから、ホイヘン
ス稿本第七葉だったことをミラノ大聖堂ティブリオ
建設コンクールの際、建築医としてシンメトリア
（simetria）に触れた草稿の記述が示しているからで
ある26。

加えて、主たる負荷が如何なるもので、建築を
損なう原因が如何なるものでどれほどあるの
か、如何にして建築を安定した恒久的なものに
するのかを詳らかに致しましょう。ともあれ、
多言は弄しますまい。まず大聖堂を初めに手が
けた建築家の創意をお話して、その意図が如何
なるものであったのかをはっきりと示すことに
致しましょう。これを御理解頂ければ、諸卿皆
様には本来この建築に備わっていたシンメトリ
ア（simetria）、照応（corrispondenzia）、原理の
一貫性（conformità）と同じものが私の手にな
る模型にも、また備わっていることを理解して
頂けると存じます。

ホイヘンス稿本第七葉を含めカルロ・ウルビーノ
の描いた「ホイヘンス稿本」の人体像は、1490年代
のレオナルド自筆の「スフォルツァ絵画論」を反映
するものと推定される。その他にも同じ描き手によ
る人体比例研究の素描が残されており、オックス
フォードのクライスト・チャーチ図書館の《ウィト
ルウィウス的人間像》（図15）の「円」は、ホイヘン
ス稿本第一葉（図６）の「円」と同じ比率であり、両
者の臍が正確に身長を黄金分割している27。ペド
レッティはこれをレオナルドの《ウィトルウィウス
的人間像》を模写したものとしているが、臍が髪の
生え際から足底までを黄金分割する《人体権衡図》
とは扱い方が異なっていることである。ペドレッ
ティは「ホイヘンス稿本」を1508年頃の「失われた
手稿Ａ」のコピーとしており、ここで問題となるの

は、ホイヘンス稿本第一葉の制作年代を1508年頃と
すると、1490年代の初めとされる従来のヴェネチア
の《人体権衡図》の制作時期に齟齬が起きることで
ある28。

３．《マギの礼拝》と黄金分割
向川は、既にレオナルドの《人体権衡図》の研究

において身体各部の比例関係が黄金比の等比数列で
決定されていることを明らかにしたが、向川がそこ
で指摘したようにレオナルドの独創性は、黄金比の
近似値を簡単な整数比で表記したことにある29。人
体比例と線遠近法を通じて、向川はレオナルドが「私
の原理」（mia principi）と呼ぶものを黄金比の問題
から明らかにしようとしており、基本的にここでは
篠塚研究を検証することが目的ではない。何故な
ら、カメロータが４本の対角線を取り上げたが、そ
れらは1991年に既に篠塚教授が指摘していたもの
で、視点を移動させて描いた平行対角線による線遠
近法として明らかにされている。篠塚研究は画面の
枠組みが明確に捉えられているように、近年のカメ
ロータ論文よりも正確な数理的研究として見られる
からである30。更にまた、ホイヘンス稿本第一葉の
記文が黄金比の等比数列を使った線遠近法を反映し
ていることから、向川はホイヘンス稿本第一葉を検
討課題としているからである。
向川の《人体権衡図》の研究で、身体各部の比例

の規準線に見い出される黄金比の等比数列は、ホイ
ヘンス稿本第一葉の１対２の比率の矩形の対角線上
に見い出される黄金比の等比数列に基づいている
（図16)31。この紙葉の左上には「眼（Occhio）､光線
（Raggio）､距離（distanzia）」として、稿本が扱う技
法の内容が示されている。この矩形の上辺には「見
るための光線と水平線および距離」（Raggio del
vedere et linea horizontale et distantia）と書かれて
おり、この水平線が視光線だけでなく、眼からの距
離や地面を示した直線には「地面の線、および距離」
（linea del piano naturale et distantia）と書かれてお
り、この両者の間の距離が扱われている。二本の対
角線上には「視光線」（Raggio visuale）と記入され
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ていて、この二つの対角線と交差する対角線には「点
まで持ち上げられた面の線」（linea del Piano alzato
al Punto）として、消失点を示した点（Punto）に向
かう地面が示されている。従って、矩形の右上角に
示された「見る」（vedere）と記された人間の眼を
象った目印は、ホイヘンス稿本第五書の線遠近法で、
眼を示す目印と同じように扱われていることが判る。
パノフスキーは「コンパスによって導かれる単純

で確かな人の姿の基本」から人体の形態と構造が決
定できるとするレオナルドの見方から描かれたもの
としており、線描きされた中央の人体が正方形を二
つ並べた矩形の中央に大小二つの円で取り囲むよう
に描かれている。パノフスキーは、この図の二本の
対角線を切断する点線を見落しており、矩形の対角
線をコンパスで長辺と短辺の長さで切断すると、左
下隅の開始点から右上隅の終点まで幾何学的に黄金
比の等比数列が作図できる。短辺の長さを左下隅と
右上隅から対角線上に取って、Ｆを中心として単位
円をＥで接するように小円を描くと、対角線との交
点Ｈは対角線ＡＣを黄金分割する（図17ｂ）。矩形
の底辺を右側に延ばして、３単位分取った位置から
対角線上の黄金比の等比数列の４項に向かって直線
を引くとこの矩形の右辺との交点は４本の対角線の
切片になるので「ダブル・スクエアのフィオゲネシ
ス」の系（図17a,b）から背景図の線遠近法が作図で
きる（図18)32。

４．板絵に残された痕跡とグラティコラ
通常、絵画作品を見る時、額縁があって作品の縁

は確認できないが、この絵の左右には垂直線が引か
れていて画面の枠組みを示している（図19-20)33。
肉眼で確認しにくいが、右側の垂直線は画面の上か
ら３分の１位の地点で直角に交わる線遠近法の作図
に使用した水平線が見られ、以下の画面中央の孔か
らこれが画面右の外枠として使われたと判断され
る。この絵の中央部に虫食や傷とは見られない孔が
あって上下左右共にほぼ頭部の中央で、聖母マリア
の右眼の目尻の涙堂に位置している（図21）。この
孔と右側の垂直線の間の間隔を取って画面の左側を

見ると、崩れ落ちたテラスの柱の左の外側縁になる。
聖母マリアの右目尻の孔は５㎝ほど右方向にずれて
いるが、上下は画面上縁まで右の垂直線とこの孔の
間隔に等しく、画面右側の広葉樹の梢が境界線と
なって、実用上右の垂直線と同じように扱うことが
できる34。その一方で画面下には目印はなく、向川
が《マギの礼拝》の構図枠に設定したのは、聖母マ
リアの右目尻の孔が対角線の中心となる正方形で、
一辺の長さがこの孔から画面右の外枠までを二倍し
たものである。
向川は聖母マリアの右目尻の孔（図21）を構図上

の中心と考え釘か画鋲やキリで開けられた孔とした
が、聖母マリアの右目尻の孔と対をなす右横の手を
翳して覗き込んでいる老人の額の孔（図22）を取り
上げる。《マギの礼拝》の遠近法の消失点として、片
桐氏がほぼ同じ大きさの孔を発見している（図24)。
この板絵の制作過程を明らかにするためには、板絵
の準備として描かれた背景図の素描と本制作におけ
る板組みの変更および背景部分の扱い方の説明が必
要となる。
線遠近法の分析は、そこに使われた幾何学的作図

を逆に辿ると明らかになるはずなのだが、レオナル
ドの《マギの礼拝》の場合、板絵には舗床が描かれ
ておらずまた作図のための基線も描かれていない。
篠塚教授の《マギの礼拝》背景図素描の研究から、
向かって左側の廃虚の正確な平面図が判っているの
で、板絵も手前の階段と後ろの階段が同じ形態で
あったと仮定する35。この場合、階段の直角三角形
の斜辺上で直交線群との交点から数えたモジュール
は、底辺７×高さ５として扱うことができる。この
三角形は「移動距離点法」で作図され、√2矩形を対
角線で切った直角三角形とほぼ同形であり、尖筆で
斜辺がなぞられているので極めて注意深く作図され
たものであろう（図25)。
この直角三角形の斜線を15等分する階段面の段

は、同一の直交線上に作図されているから相似形に
なり、前後共に同じ形の階段として取り扱うことが
できる。そこで素描の階段と板絵の階段を比較した
場合、階段下の通路のアーチの大きさが異なっても
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階段の縦横の比率そのものは前後共に素描と同じ比
率になるから、前後の階段の段も斜辺を15等分して
作図されていることが判る。以上の観察結果から線
遠近法の切断面、即ち立画面に平行に設定された背
景図の素描の一対の階段と同じ階段が板絵でも使わ
れたと仮定して、前後の階段のステップに合わせて
直交線を引いて消失点を作図した（図26)。この消
失点は扇を拡げたときの要のように、片桐氏の発見
した小穴を下から５番目の直交線よりも上では要の
回りを迂回して、次第に戦闘場面の騎馬兵に向かっ
て位置がずれてゆくが、これはカメロータの位置で
は無く、左記の構図枠を黄金分割する位置である（図
23)。
グラティコラ（graticola）は、対象の絵画面にお

ける正確な比率を求めるため、ガラス窓に相当する
木枠に紐で作った網目格子を張り、対象の大きさを
割り出す描画器具である36。デューラーの版画（図
27）が有名だが、レオナルドも同様のものを手稿に
残している37。これはグラティコラを使った素描の
制作過程を示しており、このような器具を使った作
図方法を示す素描がアトランティコ紙葉５rにあっ
て遮幕法で天球儀を描く画家の姿が描かれている
（図28)。グラティコラの枠を二つ並べて《マギの礼
拝》背景図を示したものは、篠塚教授の基線を12等
分している素描の枠組みと一致することが判る（図
29)。これは聖母マリアの右目尻の孔を網目の枠組
みの中心とすると「目印として役立つように網の一
部に蝋の小球を付けておく」とする指示をこの絵で
実行していたことが判る38。
篠塚教授によって明らかにされた《マギの礼拝》

背景図の遠近法で、舗床の単位に使われた60分の１
のモジュール（図30）は板絵でも遠近法の作図のた
めに使われたと推定される39。60分の１のモジュー
ルの問題は、背景図素描に描かれた遠近法を板絵に
移植するために10分の１のモジュールでできたグラ
ティコラを使ったと考えると、意外なほど簡単に説
明がつくものだろう。画面の大きさは縦横それぞれ
243×246㎝とされているので、10分の１のモジュー
ルの網目が当時フィレンツェの度量衡に綺麗に乗っ

ていることを指摘しなければならない。当時の１ブ
ラッチォ（braccio)=２パルミ（palmi)=12クラチエ
（crazie）という単位系に乗せるとグラティコラの構
図枠は、50クラチエ四方の大きさとなる40。従って、
この構図枠を10等分するモジュールは5クラチエ
（24.316㎝）となることから網目を引かなくても物差
しが有れば、直ちに画面上にモチーフを配置できる。
10分の１の単位モジュールを６等分した場合、構図
枠が60等分されて、分割された単位で５目盛分が12
分の１の単位モジュールの大きさになる。従って、
レオナルドはこの50クラチエ四方の大きさのグラ
ティコラの構図枠の一辺を10等分してその５クラチ
エ分に相当する10分の１のモジュールを更に６等分
することで、この構図枠を60等分していたと考えら
れる（図31）。
レオナルドは、篠塚教授のように構図枠の正方形

を60×60の網目に細分割し、構図決定のグラティコ
ラを設定したと考えられ、素描の線遠近法を板絵に
移してゆく段階で構図枠の10分の1のモジュールを
使ったのであろう（図30）。何故なら、聖母マリアの
右目尻と老人の額の孔を通る斜辺がその平行線共々
この10分の１のモジュールと整合性が高いからであ
る。正方形の構図枠に「ダブル・スクエアのフィオ
ゲネシス」の系から作図した矩形が、構図枠の上辺
からこのモジュール２分の１単位分下げたところに
位置して、聖母と老人の額の孔の高さの違いもまた
このモジュール２分の１単位分になっている。更
に、その下に１単位分取ると、二孔を通る斜辺と構
図枠の右の枠線との交点の高さになっており、それ
らが総て60×60の網目の交点上に位置しているから
である（図32）。これは10分の１のモジュールを設
定した構図枠に、聖母の右目尻の孔と老人の額の孔
を結ぶ直角三角形の斜辺に矩形の底辺を合せたもの
と考えられる。
そこで未解決だった手を翳した老人の額の孔の役

割を明らかにするために、聖母の右目尻と老人の額
の二つの孔を結ぶ直線を引いて、前節で明らかにし
た構図枠まで延長した。画面左の廃虚の柱の線とこ
の直線は、画面左端中央の正面を向いた馬に跨がる
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人物の頭上から、柱の幅位上の位置でぶつかる。右
端の構図枠との交点は、画面の右端の外側に顔を向
けたレオナルド自身の自画像と考えられてきた若者
の左肩の肩口辺りに位置している。構図枠との交点
を通る二本の水平線とこの斜めの直線は、画面の中
央で鏡文字のＺを形作るが、以下のことから構図決
定に関係していると推定される。上の水平線と右の
構図枠との交点の位置でこの斜めの直線に平行線を
引くと、画面左側の廃虚の一番上の直交線とその下
の二階のテラスに相当する直交線との交点、即ち前
出の一番右にずれた消失点の位置がこの平行線の延
長線上になってくる。この斜辺をその画面の右外側
に延長すると、鏡文字Ｚの下の水平線を右外側に二
倍に延長したものと交わり、縦横の比率が３対10の
比率になった直角三角形を形作る（図32）。このこ
とからレオナルドは、Ｚの鏡文字の直線と共にこの
斜辺を意図して使ったものと思われる。
上掲の向川の「ダブル・スクエアのフィオゲネシ

ス」の系の枠組みの中に背景図の直交線を作図した
場合、片桐氏が報告した《マギの礼拝》板絵の消失
点としている小穴は、レオナルドが背景図の線遠近
法を板絵に移植してゆく過程を示している（図24)。
この板絵の構図枠を12分の１のモジュールで分割し
た絵画面は、『絵画論』のこの枠組みの記述に対照さ
れる（McM119）41。構図枠の大きさが50クラチエだ
から、４ブラッチァ２クラチエ四方になるので、こ
のグラティコラの枠組みを横に並べて見ると、その
中に挿入した網目の大きさが背景図の基線の12分の
１のモジュールと同じ分割方法になる。
板絵の背景部の線遠近法の直交線を作図した場

合、片桐氏の指摘した消失点から廃虚の階段の中程
から上では直交線の収束する位置は画面右側にずれ
てゆき、素描の消失点の位置に向かう。この位置は、
「ダブル・スクエアのフィオゲネシス」で導かれる消
失点の位置であり、また板絵右下の跪いた老博士が
幼子イエスに捧げた没薬の高坏盃の軸線の位置に
なっている42。この枠組みを使って板絵に作図した
直交線と背景部の廃虚の階段の直交線を比較すると
興味深い事実に突き当たる。板絵で一番下の階段の

段が地面と接する地点に引いた直交線は、そのまま
上下に延長するとこの直線は聖母マリアの右目尻と
片桐氏の発見した孔を通り、10分の１のモジュール
のグラティコラが構図枠に接する点で交わっている
（図31）。
注意しなければならないことはこの直交線の傾き

が背景図の線遠近法の基線を二等分する中央の直交
線の傾きに等しいことである。聖母マリアの右目尻
を通るこの直線は素描中央の直交線を垂直方向にモ
ジュール半分だけ平行移動したものになり、構図枠
を50等分した網目の目盛で測った場合、板絵では１
クラチア分消失点が左側に移動されている。レオナ
ルドは実際の制作に当たっては、聖母マリアの右目
尻と手を翳す老人の額の孔および片桐氏の小穴の三
点を使って正確な位置を割り出していたことになる
ので、廃虚の建築の上部の直交線のずれは意図的に
視線を右側の戦闘の場面に誘導するためのものと見
ることができる（図26）。
カメロータは、《マギの礼拝》背景図の線遠近法を

実際の板絵で検討するために絵画に移植している
が、その過程で背景図と同様、板絵の消失点の位置
が画面の横幅を黄金分割するとしている（図34)43。
これは片桐氏の発見した消失点の小穴でも言えるこ
とだが、板絵に移植された背景図の消失点の位置が
横幅をほぼ黄金分割するように見えることと同じ
で、移植された素描の拡大率が大きいので画面左に
寄ることが判る。カメロータには何ら移植の枠組み
の説明はないのだが、この位置を黄金分割とするこ
と前提として、彼の論文を書いたものと想われる。
向川はカメロータと同様、板絵に背景図を移植し

ているが、上記のグラティコラの枠組みに合わせて
いるために、移植された背景図の素描はカメロータ
よりも一回り小さくなっている。《最後の晩餐》室
内を再構築する際、向川はブラチャートと同じプロ
セスを取って室内空間の構造を明らかにしたが、そ
の場合でも基本となるレオナルドの線遠近法の消失
点の位置や構図の枠組みの捉え方が違うと、出来上
がるものがまったく異なってしまうことを経験して
きた。レオナルドの線遠近法を「正統作図法」とす
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るか否か、レオナルドの「移動距離点法」と「誤った
作図法」と呼ばれるものにどのような違いがあるの
か。また、レオナルド自身の線遠近法に時期による
違いがあるのか否か。これらの問題がカメロータ論
文では不問に付されていて、何らこれらの問題につ
いての疑問の検討が無い。
レオナルドの線遠近法は、冒頭で取り上げたよう

に黄金比と密接な関わりを持つが、《ウィトルウィ
ウス的人間像》に対するレオナルドの扱い方は黄金
分割から黄金比の等比数列まで時期による変化が見
られることである。それと同様に《マギの礼拝》は、
時期による変化が顕著に現われた作品と言えるが、
片桐頼継氏以外にはこのことが問題とされたことは
無かった44。従来、レオナルドの初期作品として扱
われてきたが、《マギの礼拝》板絵の制作時期につい
ては改めて再考しなけばならない。
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図６ ホイヘンス稿本第一葉
(ピアポント・モーガン図書館、ニューヨーク）

図７ 《人体権衡図》、（ヴェネチア・アカデミア
美術館）

図８ ユークリッドの黄金比の図
(パリ手稿KII-26r)

図９ 黄金比の比率で拡大した格天井

図10 マドリッド手稿II, 48v

図11 アランデル手稿153r
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図12 パリ手稿A, 第41葉表

図13 ボエティウスの『音楽論』における
»superbipartiens«

図14 ホイヘンス稿本第七葉（ピアポント・モーガン図
書館、ニューヨーク、原図1492年頃）

図15 カルロ・ウルビーノ《人体比例研究》習作、（オッ
クスフォード、クライト・チャーチ図書館（収蔵番号0012）
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図16 ホイヘンス稿本第一葉、翻刻：（*）は判読困難だが »vedere« と書かれていたと推定される。

図17ａ ダブル・スクエアのフィオゲネシス
ホイヘンス稿本第一葉による黄金比の等比数列

図17ｂ ダブル・スクエアのフィオゲネシスの系
(《マギの礼拝》背景図の消失点の作図）

図18 ｢ダブル・スクエアのフィオゲネシス」の系と《マギの礼拝》背景図の逓減率
《マギの礼拝》背景図の作図のために、１対２の矩形で対角線上に消失点に向かって減少する黄金比の等比数列を
作図すると、矩形の右側に正方形を３単位分とった地点から、減少する黄金比の等比数列に向けて引いた四本の直
線群は矩形の右辺BCとの間で、近似値ではあるが篠塚教授の示した平行対角線遠近法の逓減率が形成されて、当
時輸出規格のファブリアーノ紙上で《マギの礼拝》背景図が作図できることが判る。
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規準線 ⇧ 図19 板絵左の規準線

図21 聖母マリアの右眼尻の基準点 図22 手を翳した老人の額の基準点

図20 板絵右の規準線 規準線⇧
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図23 ｢ダブル・スクエアのフィオゲネシス」の系による《マギの礼拝》解析図

図24 片桐氏の発見した消失点（1988年） 図25 《マギの礼拝背景図》素描、階段部分
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図26 《マギの礼拝》板絵、背景部の遠近法の直交線のずれ（８分の１のモジュールの位置を示す白線）

図27 《アルブレヒト・デューラーによるグラティコラの使用例（木版画）》

図28 アトランティコ手稿第５葉（レオナルドの遮膜法につ
いての説明図）
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図29 《マギの礼拝背景図》とグラティコラの枠組み：銀筆の線が一番上の横糸の位置になる

図30 《マギの礼拝背景図》の60分の１のモジュールと視距離（篠塚二三男、1991年）
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図31 60×60の編目上の10分の１のモジュールと《マギの礼拝》解析図

図32 ダブル・スクエアのフィオゲネシスの系による背景図のための枠組



― 182 ―

《マギの礼拝》の構図と線遠近法 佐藤一郎・向川惣一

図33 12分の１のモジュールによる背景図移植の枠組みと直交線の比較

図34 カメロータの「板絵と背景図」に上掲の10分の１のモジュールを挿入


